
（令和6年5月28～31日）

北海道渡島総合振興局
令和６年度

北海道医療的ケア児等支援センター 札幌市動物愛護管理センター
あいまるさっぽろ

脱炭素化に向けた取組等について調査する
ため、北海道渡島総合振興局を訪問し、ゼロ
カーボン北海道の取組等について説明を
受けるとともに、道有施設として初めて設置
されたＶ2Ｂシステム等を視察し、意見交換を
行いました。

医療的ケア児への支援について調査する
ため、北海道医療的ケア児等支援センターを
訪問し、医療的ケア児とその家族が適切な
支援を受けられ、安心して生活するための
取組等について説明を受けるとともに、施設
を視察し、意見交換を行いました。

動物愛護やZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・
ビル）の推進について調査するため、札幌市
動物愛護管理センターを訪問し、動物愛護の
取組や市有施設の新築・改築等に伴う脱炭素化
に向けた取組等について説明を受けるととも
に、施設を視察し、意見交換を行いました。



7　２ 令和7年3月４日

1 . 人手不足対策について
２ . 県職員の人材育成・確保について
３ . 産業脱炭素化の推進について
４ . スポーツの推進について
５ . 不登校児童・生徒への対応
　　　　　　　及び支援体制について

１.人手不足対策について
３.産業脱炭素化の推進について

mail  ypa.gikai020028@35ypa.jp

本県は全国に比べて早いペースで人口減少と少子高齢化
が進み、進学や就職による若者の県外流出がそれに

拍車をかけており、私が最も懸念するのは、人手不足による
企業活動の停滞、本県の経済への影響である。
　企業の活発な事業活動を支えるのは「人」であり、県内企業
が厳しい経営環境に的確に対処し、更なる成長に繋げるには、
産業人材をいかに安定的に確保できるかが鍵となるため、若者
の県内就職・定着の着実な推進とともに、外国人材を含め国内外
から幅広く人材を獲得する、実効性の高い取組を戦略的に
展開してもらいたい。
　人口減少による深刻な人手不足の中、若者や外国人材の
確保・定着に戦略的・効果的に取り組むことが重要だが、県は
今後どのように取り組むのか、所見を伺う。

令和５年７月、県議会は「産業脱炭素化推進特別委員会」
を設置し、以来約１年半にわたり調査研究を行ってきた。

そして、昨年１２月、本県産業の脱炭素化を一層推し進める
ための取組の方向性等についてとりまとめ、知事に対し、
「産業脱炭素化推進に関する要請」を行った。
　来る脱炭素社会において本県が産業競争力を失うこと
なく、更なる発展・成長を遂げることができるよう、産業界の
ニーズを丁寧に聞き取り、世界情勢や国の動向をしっかり
踏まえ、着実に取り組みを進めていただきたい。
　２０５０年カーボンニュートラルを契機とした産業力の強化に
向けて、県は今後、産業脱炭素化の推進にどのように取り
組んでいかれるのか、所見を伺う。

知事　村岡 嗣政　少子高齢化の進行と若者を中心と
する県外への人口流出により、人口減少が一段と厳しさ

を増す中、地域産業が持続的に成長・発展をしていくためには、
これを支える企業における人材の確保・定着に向けた施策を
スピード感をもって強力に推進していくことが極めて重要です。
　私は、本県経済の持続的な成長を確かなものとし、活力に
満ちた山口県が実現できるよう、大学や企業、国内外の関係
機関等と緊密に連携し、人手不足対策に全力で取り組んで
まいります。

産業労働部長　高林 謙行　県では、令和５年３月に策定
した「やまぐち産業脱炭素化戦略」に基づき、２０５０年

カーボンニュートラルを原動力とした本県産業の成長・発展
を目標に掲げ、積極的に取組を進めています。
　こうした取組には、国による大規模な経済的支援や規制
緩和等が不可欠であることから、引き続き、関係する事業者等
のニーズを丁寧に聞き取りながら、国に対して十分な措置を
要望してまいります。
　県としましては、今後とも、県議会と連携を密にし、国内外
の動向を的確に捉えながら、県内企業の産業力強化に向けた
脱炭素化の取組を後押ししてまいります。
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